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多角的アプローチによる 
現代日本語の動態の解明  

●「現代日本語」の変異の実態から変化の方向性を読む。 

●「多角的アプローチ」の融合により総合的に動態を読む。 

              （共同研究員：１１名） 
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   ① 言語変化の先端現象の把握・分析。 
  ② 戦後60年余の通時的変化の把握・分析。 
  ③ 多元的な分析手法の開発。 
  ④ 新規資料の発掘・分析。 
  ⑤ 言語問題の解決に資する応用研究の実施。 
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